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研 究 課 題 ゴア（インド）における多言語状況の研究























































刊行された記念碑的な論文集 Language in South Asia 
（Braj B. Kachru, Yamuna Kachru, and S. N. Sridhar, 













Viniti, Biliteracy and Globalization,: English Language 



































ディウ公用語法（Official Language Act, 1987）」を可
決した 。その後、公用語法は連邦政府の大統領の承
認を経て、同年 4 月 14 日に公布・発効した。さらに、


















































































の言語紛争（1985 － 87）――言語 , 宗教 , 政治」（『ア
ジア・アフリカ言語文化研究』第 61 巻 2001 年）、「ゴ
アの言語状況――植民地支配の長い影」（『ことばと






新しい研究としては、松川恭子による “Konkani and 
‘Goan Identity’ in Post-colonial Goa, India”（『 南 ア ジ
ア 研 究 』Vol.14, 2002） や “The Formation of Local 
Public Sphere in a Multilingual Society: The Case of 
Goa”（『 南 ア ジ ア 研 究 』Vol.17, 2005） や、Pinto, 
Rochelle, Between Empires: Print and Politics in Goa, 







Dennis, Where East Looks West: Success in English in 






































































活した、ポルトガル政府の出先機関である Centro de 




では、ポルトガル国立図書館（Biblioteca Nacional de 
Porutugal）と、リスボン地理学協会図書館（Biblioteca 
da Sociedade de Geografia de Lisboa）にセンサスや
植民地時代の学校教育の資料が保存されているのでそ
の調査を行い、可能な限り複写を行った。資料はかな
り豊富なのだが、文献が手元に届くまでにかなりの時
間がかかり、実際にアクセスできた文献は、予定を大
幅に下回った。残余の資料に関しては、次年度以降と
いうことになった。ただ、ポルトガル国立図書館、リ
スボン地理学協会図書館とも館員と知己を得られたの
は大きい。文献の検索だけなら、日本からのアクセス
も可能であるが、実際に見てみると予想していたデー
タがないことや、逆に実際に手に取ってみると、想定
しなかったデータが見つかる場合も少なくないので、
やはり現地に足を運ぶことの意味は大きい。
リスボン以外でも、北部の古都ポルトや大学都市コ
インブラにも資料が残っている可能性があるので訪れ
たのだが、あいにくコインブラは、土曜日一日しか滞
在できなかったため、詳しい調査は行えなかった。ポ
ルトはその町の景観がゴアと似ていると言われている
ので、実地に見る必要があると考えて足を運んだ。資
料については、日曜日であるため、無理だろうと半ば
あきらめていたのだが、場所だけはなんとか確認がで
きた。調査の時間がもう少し長くないと必要なデータ
が得られないということが痛感された。
リスボンでは、ゴアで紹介されたポルトガル人の研
究者との交流を果たすことができた。ゴアで実際に
言語・社会調査を行った研究者たち 2 名と意見の交
換を行うことができた。一人は、Cláudia Pereira 氏、
ゴアにおけるポルトガル語の衰退に関する見解を聞い
た。Manuel Maghalhaes 氏には、ゴア社会の変貌に
ついて、彼のフィールド・ワークに基づく見解を聞き、
私の見解を伝え、いくつかの点では意見が異なったも
のの、大筋では一致をみた。両名とも博士課程の学生
という身分ではあったものの、研究所などの非常勤の
職に就いていた。
当初予定していた、解放時にゴアからポルトガルへ
移住した人びと（ポルトガルの植民地支配に協力した
ためゴアに住み続けることのできなかった人びと）へ
のインタビューは、時間的な制約のため、果たすこと
ができなかった。
以上、ゴア（インド）と旧宗主国ポルトガルを連続
して訪問することにより、両者の関係に関して、感覚
として得られたものは少なくない。リスボンの港から
七ヶ月もかけてインドのゴアにたどり着いた人びとの
日常生活は、ゴアにも影響していることが分かった。
ゴアのフォンテンニャスと呼ばれる、ポルトガルの面
影を残す地域と、リスボンの路地の雰囲気は、非常に
よく似ていた。具体的な文献資料の収集はそれほど大
きな成果を上げられなかったものの、現地でしか分か
らないことが数多くあることが分かった。
Ⅳ．研究の課題と発展
ゴアにおける多言語状況は、ポルトガルの植民地で
あったという特殊な事情に大きな影響を受けている。
四九
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ポルトガルは、もともとは商業行為を行うためにイン
ド西海岸にやってきたものの、その後、イエズス会を
初めとして、キリスト教の布教も比重が高くなってい
った。この点は、インド亜大陸の相当な部分を植民地
化したイギリスとは大きく異なっている。
ポルトガルがキリスト教への改宗を強く求めた結
果、ゴア内にはキリスト教が根を張ることになった。
その際の言語は、ポルトガル語とコーンカニー語であ
った。他方、この地域にもともと住んでいたヒンドゥ
ー教徒たちは、マラーティー語によって教育や、宗教
行事を行ってきた。やっかいなことに、マラーティー
語は、隣接する大国、マハーラーシュトラ州の優勢言
語であり、州公用語でもあった。
ポルトガルからゴアが解放された後、マハーラーシ
ュトラ州に併合されるべきか、それとも独立した地位
を保つべきかという大きな問題が浮上した。結果的に、
独立派が多数を占めた。そこに、宗教が絡んでいた。
独立派は、主としてキリスト教徒によって担われ、彼
らは、コーンカニー語の州公用語化を主張していた。
他方、併合派は、ヒンドゥー教徒によって担われ、彼らは、
マラーティー語も公用語にすべきであると主張した。
結果的には、前述のように、コーンカニー語がゴア
州の公用語になった。しかし、問題は、それだけでは
なかった。実は、コーンカニー語は、マラーティー語
やヒンディー語と同じ、デーヴァナーガリーでも、ロ
ーマ字でも、そしてカンナダ文字やマラヤーラム語で
も書かれてきたという経緯がある。ゴアの州公用語は、
デーヴァナーガリーを使うことを含んだものだった。
ところが、キリスト教徒たちは、ローマ字によるコー
ンカニー語を使用してきたという歴史がある。
今回ゴアを訪れた結果、この文字の問題が極めて重
要であることを確認することができた。さらに、実は、
ゴアにおける英語の普及という問題についても、重要
なテーマであることが（すでに見通しはあったが）改
めて確認できた。
今後の課題としては、長期間に亘る植民地支配を行
ったポルトガルの言語政策を明らかにし、解放後のゴ
アにおいて、言語に関して、どのようなことが実際に
起こったのかを明らかにする必要がある。そのために
は、現地におけるインタビューなどが必要と思われる。
＊煩雑さをさけるため、注はつけなかった。
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